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噴水       11月～4月下旬の間、運転休止となります。   

炊事棟     11月までご利用いただけます。12月～3月末の間、閉鎖いたします。       

休憩施設   11月～3月末の開放時間は午前 9時 30分～午後 4時までとなります。悪天候時は閉鎖いたします。 

自動販売機 12月～3月末の間、エントランスゾーンのアイスクリームの自動販売機と、西口駐車場・休憩施設内 

の自動販売機は休止いたします。エントランスゾーンの自動販売機をご利用ください。 

 

 

UD フォント使用 

お問合せ・お申込み 大潟水と森公園事務所 

TEL 025-534-6190 

 

 
日程・内容は急遽変更される場合がございます。詳細については 
公園事務所へお問合せいただくか、HP等でご確認ください。 

ご参加にあたってのお願い 
・うがい・手洗いなどの感染対策と、マスクの着用をお願い
いたします。   
・身体的な距離の確保をお願いいたします。 
・体調不良や風邪の症状がある方は、ご参加をお控えくだ
さいますようお願いいたします。 

vol.109 11 月号 

時間 13:30～15:00   

会場 休憩施設 

参加費 1000円  

定員 15名   
事前申込み 必要※先着順  
※マスク着用をお願いします 

 
 

写真:作品例 

 

講師 日本野鳥の会会員 古川弘さん 

時間 10:00～12:00   

集合場所 公園事務所   

参加費 200円  定員 10名  

事前申込み 必要※先着順     

準備 暖かく動きやすい服装、 

双眼鏡  

※マスク着用をお願いします 

 

写真:コゲラ 

写真:リンドウ 

時間 10:00～11:30   

集合場所 公園事務所   

参加費 無料  定員 10名  

事前申込み 必要※先着順     

準備 暖かく動きやすい服装  

※マスク着用をお願いします 
 

講師 上越清里星のふるさと館 職員 

時間 19:00～20:45頃 

※雨天･曇天時 中止 

会場 ふんすい広場 

参加費 無料    

定員 20名(中学生以下保護同伴)  

事前申込み 必要※先着順 

準備 双眼鏡(あれば)   

※マスク着用をお願いします 

 

※星空観察会は、上越市出前講座を利用して開催しています。 

 

写真:開催の様子 
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大潟水と森公園通信 vol.109 2022 年 11 月号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

Twitter・facebookも更新中！ 

大潟水と森公園 ＠mizutomori 

フォロー・いいね！お待ちしております★ 

 

上越市大潟区潟町 1381 TEL 025-534-6190 

URL http://ogata.greenery-niigata.or.jp 

公式 HPにて新着情報・ブログ更新中♪ 

 
大潟水と森公園 PRキャラクター 

かっぱかせ 
 

新型コロナウイルス感染拡大防止についてご協力をお願いします！ 
 
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、公園を利用される際は、感染症対策（こまめな手洗い・うがい・咳エチケット）を 

お願いするとともに、他の利用者の方との距離を十分確保し、密閉・密集・密接の「3 つの密」となるような場所や場面を避け、 

感染拡大防止につながる行動をお願いします。公園を利用される皆様一人一人が感染症対策に取組んでいただくことで、 

多くの方が安心して心地よく公園を楽しめるよう皆様のご理解とご協力をお願いします。 

 

公式 HP 

10月の公園の観察会「潟来さんぽ」の時のこと。「お茶の花を見たことはありますか？」の質問に、ほとんどの方は

「どんな花ですか」「見たことないでーす」とのお答え。 「公園にもありますよ」と言うと驚かれます。  

お茶はチャノキが植物名。ツバキやサザンカの仲間で秋に白い花が下向きで咲きます。花は少しだけ甘い香りが 

します。 私たちは、ペットボトルの緑茶にはいつもお世話になっているのに、植物としては意外に知らないようです。 

 さて、なぜこの公園にそれがあるのでしょう。公園ができる前の土地は、畑やスギ林そして雑木林でした。 その畑に

はチャノキがあり、それが野生化し、今も残っているのだと思われます。 

公園の近隣にあたる吉川区旭地区の方のお話によると、以前は茶を畑の境に植えて、栽培していたそうです。 

摘んだ茶葉は自家用だけではなく、買い取ってくれる「お茶屋さん」が近くにあったとのこと。  

また、現在も茶畑を残されている方も何軒かあるそうです。 

考えてみれば、村上の「北限の茶」の産地から上越はまだ南の方。 

お茶の栽培も可能なわけです。 

花の時季は、10月上旬から 11月中旬頃まで。 

公園では西水上回廊の西詰周辺で見られます。 

つぼみは球形で、実はツバキの様な形をしており、花と一緒に見られます。 

公園を散歩しながら、お茶の花で「一服」しませんか。 

    

 

写真:お茶の花と実 

http://ogata.greenery-niigata.or.jp/

